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令
和
６
年
11
月
５
日
か
ら
６
日
の
２
日
間
、

米
沢
市
と
福
島
県
須
賀
川
市
に
お
い
て
農
業
委

員
会
視
察
研
修
を
行
い
、
委
員
17
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
「
鳥
獣
被
害
対
策
」
と
「
農
業
者
年
金
加
入
推

進
」に
つ
い
て
現
地
研
修
を
行
い
、さ
ら
に
地
域

計
画
の
進
捗
状
況
や
遊
休
農
地
対
策
、
担
い
手

の
育
成
な
ど
、
農
業
委
員
会
業
務
全
般
に
わ
た

り
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
８
年
間
会
社
勤
め
の
後
、
鶴
岡
市

新
規
就
農
者
研
修
受
入
協
議
会
の
農
業
次
世
代
人

材
投
資
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
研
修
を
受
け
る
。

父
親
が
栽
培
す
る
水
稲
９
ha
と
組
み
合
わ
せ
が
可

能
な
品
目
選
定
を
行
い
、
設
備
投
資
が
比
較
的
少

な
い
ネ
ギ
専
作
の
認
定
新
規
就
農
者
と
し
て
令
和

２
年
４
月
に
独
立
自
営
就
農
し
た
。

　

令
和
６
年
度
よ
り
青
年
農
業
士
と
な
り
、
令
和

７
年
２
月
に
は
「
庄
内
地
域
農
林
水
産
業
若
者

賞
」
を
受
賞
し
て
い
る
。
栽
培
作
物
は
露
地
ネ
ギ

70
ａ
、
軟
白
ネ
ギ
10
ａ
。
年
４
回
に
分
け
て
作
付

け
、
水
稲
栽
培
と
作
業
が
重
な
ら
な
い
よ
う
配
慮

し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

昨
年
は
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
た

ほ
か
、
酒
田
南
高
等
学
校
の
家
庭
科
の
学
生
40
人

の
視
察
対
応
を
行
う
な
ど
、
青
年
農
業
士
と
し
て

担
い
手
育
成
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

同
じ
集
落
で
今
春
新
規
就
農
す
る
こ
と
に
な
っ

た
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
修
了
生
よ
り
、
ネ
ギ
栽
培
を
一
緒

に
取
り
組
み
た
い
と
の
相
談
を
受
け
て
お
り
、

「
ネ
ギ
の
産
地
化
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
た

い
！
」
と
熱
く
語
っ
て
く
れ
た
地
域
農
業
の
未
来

を
担
う
若
者
だ
。

（
工
藤
久
子
農
業
委
員
）

　

一
日
目
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
に
お
け
る
県
の
モ
デ
ル
地

区
と
し
て
先
進
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
米
沢
市
山
上
地

区
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
、
防
護
柵
・
電
気

柵
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

ニ
ホ
ン
ザ
ル
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
の
増
加
に
伴
い
、

平
成
17
年
に
山
上
地
区
対
策
協
議
会
を
設
立
。
平
成
26
年

に
は
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
指
導
の
も
と
、
集
落
環
境
点

検
に
よ
る
実
態
把
握
や
電
気
柵
実
証
圃
の
設
置
な
ど
、
住

民
参
加
型
の
鳥
獣
被
害
対
策
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

輝
か
し
い

　
未
来
に
向
か
っ
て
突
き
進
む
！

輝
か
し
い

　
未
来
に
向
か
っ
て
突
き
進
む
！

羽
黒
町
上
野
新
田　

鈴
木
知
昭
さ
ん 

「
Ｂｅｌｌａ

　
Ｆａｒｍ

　
Ｔｓｕｒｕｏｋａ

」

〜
表
紙
の
紹
介
〜

米
沢
市
山
上
地
区

「
鳥
獣
被
害
対
策
」

～活動報告～
農業委員会視察研修を行いました！
～活動報告～
農業委員会視察研修を行いました！
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主
な
活
動
内
容
と
し
て
①
防
護
柵
や
電
気
柵
の
共
同
作

業
に
よ
る
設
置
②
野
生
果
樹
や
放
置
果
樹
（
栗
や
柿
な

ど
）
は
伐
採
す
る
か
収
穫
可
能
か
を
地
域
で
選
別
し
約
４

割
を
伐
採
し
て
き
た
こ
と
③
近
隣
の
学
生
や
学
童
に
声
掛

け
を
行
い
地
域
ぐ
る
み
で
収
穫
し
て
い
る
こ
と
④
収
穫
物

は
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
や
干
し
柿
に
加
工
し
高
齢
者
施
設
に

配
布
し
て
い
る
こ
と
等
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
の
継
続
に
よ
り
、
現
在
で
は
農
作
物
被
害

が
ピ
ー
ク
時
の
お
よ
そ
２
割
程
度
ま
で
減
少
し
た
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
米
沢
市
の
鳥
獣
被
害
対
策
補
助
事
業
と
し
て
猟

友
会
の
後
継
者
育
成
や
鳥
獣
捕
獲
報
償
金
の
助
成
を
拡
充

し
た
こ
と
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
地
視
察
で
訪
れ
た
圃
場
で
は
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
や
近
年

増
加
傾
向
に
あ
る
イ
ノ
シ
シ
へ
の
対
策
と
し
て
防
護
柵
や

電
気
柵
設
置
時
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
柵
設
置
の
際
は
、
圃
場
を
新
た
な
研
修
会
の
場
と
す

る
こ
と
で
住
民
が
共
同
施
工
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
で
き

る
ほ
か
、
自
分
の
農
地
に
施
工
し
て
も
ら
っ
た
人
が
次
回

の
施
工
時
に
協
力
す
る
な
ど
、
住
民
間
の
助
け
合
い
の
連

鎖
が
起
き
、
世
代
間
交
流
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

（
佐
藤
圭
介
推
進
委
員
）

　

二
日
目
は
、
農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
に
つ
い
て
実
績
が

あ
る
福
島
県
須
賀
川
市
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
須
賀
川
市

は
福
島
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
郡
山
都
市
圏
に
属
し
た

農
業
や
商
業
が
盛
ん
な
都
市
で
あ
り
、
米
を
中
心
に
野
菜
、

果
樹
等
の
農
業
生
産
総
額
が
１
０
４
億
円
規
模
と
い
う
街
で

し
た
。

　

農
業
者
年
金
加
入
推
進
活
動
に
つ
い
て
は
20
歳
か
ら
39
歳

の
若
い
農
業
者
に
焦
点
を
あ
て
て
お
り
、
特
に
女
性
農
業
者

の
加
入
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

毎
年
作
成
す
る
加
入
候
補
対
象
リ
ス
ト
を
も
と
に
、
中
期

計
画
に
基
づ
い
た
具
体
的
な
数
値
目
標
を
設
定
し
て
活
動
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
工
夫
の
表
れ
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
や
事
務
局
、
Ｊ
Ａ
の
職
員
で
構
成
さ
れ
た

地
区
ご
と
の
加
入
推
進
班
を
設
け
、
き
め
細
や
か
な
対
応

が
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
若

い
世
代
を
取
り
込
む
た
め
に
投
資
に
関
わ
る
こ
と
や
税
法

上
の
優
遇
措
置
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
行
う
こ

と
、
ま
ず
親
世
代
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
家
庭
内
で
年
金
の

話
題
が
出
や
す
い
よ
う
配
慮
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
が
今
後
農
業
者
年
金
加
入
推
進
活
動

を
行
う
上
で
大
変
参
考
に
な
り
、
有
意
義
な
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

蛇
足
で
す
が
、須
賀
川
市
は
特
撮
の
巨
匠
「
円
谷
英
二
」

の
出
身
地
で
す
。
昭
和
41
年
初
放
映
の「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」

の
画
面
に
釘
付
け
に
な
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
…
。
須
賀

川
市
を
訪
れ
る
際
は
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
や
ゴ
ジ
ラ
の
関
連

施
設
を
周
遊
す
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

（
佐
藤
宣
夫
推
進
委
員
）

福
島
県
須
賀
川
市

「
農
業
者
年
金
加
入
推
進
」
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前途有望な新しい担い手として
地域をあげてみんなで応援していきましょう!!

ＳＥＡＤＳ（鶴岡市立農業経営者育成学校）
修了生のみなさんをご紹介します！

①菅井 奈緒 （すがい  なお）
②鶴岡市
③温海地域
④そば、赤かぶ、みょうが、わらび
⑤温海越沢地区で新規就農します。地
域の在来作物である「越沢三角そば」
を中心に、人と繋がる農業をめざして地域を盛り上
げたいと考えています。失敗もたくさんすると思い
ますが、何事にも一生懸命になり、初心を忘れず、
いろんなことにチャレンジしていきたいです！

①吉田 健吾 （よしだ  けんご）
②兵庫県
③藤島地域
④ねぎ、大豆
⑤兵庫県明石市から農業をするために鶴
岡市に移住しました。ＳＥＡＤＳの研修で
湯田川催芽場を訪れた際、ここ鶴岡で稲作をしたいと
強く思いました。修了後は縁のあった藤島地域に住
み、ねぎ栽培と大豆の特定作業請負から目標である稲
作に向けて、ステップアップしていきたいと思います。

①齋藤 拓斗 （さいとう  ひろと）
②鶴岡市
③羽黒地域
④水稲、ねぎ、そば
⑤私は中学生のころから農業をしたい
と思っていました。ＳＥＡＤＳ修了後は
祖父の田んぼを継ぎ、将来の目標として大規模農
業を実現したいと思っています。米作りを通して、
地域の皆さんに信頼してもらえるような農業経営を
目指します。これからよろしくお願いいたします。

①佐藤 昌人 （さとう  まさと）
②庄内町
③庄内町・羽黒地域
④大玉トマト、さといも、さつまいも
⑤知り合いの農家の勧めでSEADS入
校と新規就農を決意しました。２年
間の研修で学んだ大玉トマトを２本仕立て吊り下
げ誘引栽培の樹上完熟で出荷します。さといもは、
先輩農家と協力して経費の削減に取り組み、経営
の安定化を図ります。

①扇野　譲 （おうぎの  ゆずる）
②横浜市
③三川町
④メロン、ストック、白ナス
⑤三川町に就農予定の扇野といいま
す。庄内では比較的珍しい野菜を
作って庄内に広めていきたいと思っており、白ナ
スはその第一歩目です。これから更に色んな珍品
を探して作っていきたいです。

①大角 暁人 （おおすみ  あきと）
②鶴岡市
③大山、西郷地域
④さといも、ミニトマト
⑤植物を育てることが好きで、これま
で10年ほど家庭菜園を続けてきま
したが、一念発起してこの春から農業を始めるこ
とになりました。ひとつひとつの作業を丁寧に、
できることを増やしていきたいと思います。

①今井 達夢 （いまい  たつむ）
②鶴岡市
③西郷地域
④メロン、ミニトマト、ブロッコリー
⑤今まで県外に住み、鶴岡の食に背中
を押していただきました。そんな地
元の文化をしっかり守り、伝えたい。がんばる一
人ひとりや、家族の笑顔の原点となれるような暖
かい子（野菜）を育てられる愛のある親になります！

①氏名

②出身地

③就農地区

④主な作物

⑤修了生よりひとこと
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地域計画を公表します！
●農業経営基盤強化促進法の改正にともない、「地域農業の将来の在り方」
を示した『地域計画』を作成することが義務づけられました。

●鶴岡市では令和５年度より農業経営に関する意向調査や各地区で話し
合いを重ねてきました。地区ごとの「計画書」及びおおむね10年後の農地
利用の状況を示した「目標地図」について令和７年３月に公表いたします。

【内容】 鶴岡市全地域（71地区）の地域計画書および目標地図
　　　 鶴岡地域16地区　藤島地域５地区　羽黒地域21地区
 　　　櫛引地域20地区　朝日地域８地区　温海地域 １地区

※地域計画の詳細については市のホームページを
　ご覧ください　　　　  ＱＲコードはこちら

農地転用については農業委員会事務局または地域庁舎各分室までご相談ください！

農地を無断で転用すると「農地法違反」になります。工事の中止はもちろん、
農地への原状回復命令を受けたり厳しい罰則が適用されることがあります。

農地を農地以外として使用（農地転用）
する場合はあらかじめ農業委員会の許可
（市街化区域の場合は届出）が必要です。
また、工事用の駐車場や資材置場等として
一時的に利用する場合も許可（届出）が必要です。

ＳＴＯＰ！ 農地の違反転用！



6農委広報もっしぇのー 令和7年4月号

鶴岡市農業委員会事務局
〒999-7696 山形県鶴岡市藤島字笹花25（鶴岡市藤島庁舎内）　☎64-5868（直）　FAX.64-5846
○鶴岡分室 35-1297　○羽黒分室 62-2527　○櫛引分室 57-2114　○朝日分室 53-2117　○温海分室 43-4616
http://www.city.tsuruoka.lg.jp/sangyo/nougyouiinaki/index.html   発行/年３回（1・4・9月）

　
「
毎
年
、
試
行
錯
誤
で
ま
だ
ま
だ

余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
謙
虚
に

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
白

山
地
区
に
お
い
て
他
の
農
家
さ
ん

が
作
っ
て
い
な
い
ネ
ギ
栽
培
（
露

地
・
軟
白
）
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

だ
だ
ち
ゃ
豆
に
つ
い
て
は
屋
号
「
長

四
郎
」
の
名
前
を
使
用
し
、
ふ
る

さ
と
納
税
等
を
活
用
し
た
ネ
ッ
ト

販
売
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

今
後
は
規
模
拡
大
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
か
ら
の
気
候
や
情
勢
を
し
っ

か
り
見
極
め
な
が
ら
経
営
の
仕
方

を
確
立
し
、
地
域
か
ら
頼
ら
れ
る

農
家
に
な
れ
れ
ば
と
話
し
ま
す
。

（
荻
原
優
太
農
業
委
員
）

　

大
泉
白
山
地
区
で
主
に
だ
だ

ち
ゃ
豆
を
ご
夫
婦
で
栽
培
し
て
い

る
鈴
木
め
ぐ
み
さ
ん
。
幼
少
の
頃

か
ら
農
業
を
す
る
親
の
背
中
を
見

て
育
っ
た
と
い
い
ま
す
。
結
婚
後

は
４
人
の
お
子
様
の
子
育
て
を
し

な
が
ら
、
安
丹
地
区
の
実
家
で
枝

豆
作
業
を
手
伝
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。

　

令
和
３
年
に
義
父
が
大
病
を
患

い
、
夫
の
貴
之
さ
ん
が
経
営
継
承

し
た
の
を
機
に
鈴
木
家
の
農
業
に

専
念
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
子
育
て
」と
の
両
立
と

「
経
営
継
承
」

地
域
か
ら

信
頼
さ
れ
る
農
家
に

農
業
委
員
の
勧
め
で

　
農
業
者
年
金
に
加
入

農 業 者

年 金

加入して
います

鶴岡　白山

鈴木 めぐみさん（44歳）

　今年は平穏な天候を願いたい。昨今の気象は極
端すぎる。集中豪雨、猛暑、渇水、大雪等々。
天気予報の発達により前もって予想は出来るもの
の、そのはるか上を行くのが最近の流れではない
だろうか。ならばその上を予想して準備をしていか
なければならないのか。自然を相手にどこまで対
応できるのかはわからないが対策だけはしておき
たいものだ。それが取り越し苦労だった、となる
ように。　　　　　　　　　　（田澤幸弘農業委員）

あ と が き

バックナンバーは
こちらから

　

以
前
は
夫
で
あ
る
孝
之
さ
ん
の

扶
養
に
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
国

民
年
金
だ
け
で
は
将
来
へ
の
不
安

が
残
り
ま
し
た
。
農
業
者
年
金
は

親
が
加
入
し
受
給
し
て
い
た
こ
と
、

ま
た
地
区
の
農
業
委
員
か
ら
の
勧

め
も
あ
り
、
令
和
４
年
に
加
入
し

て
い
ま
す
。
掛
金
の
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
る
こ
と
、

経
営
状
況
に
合
わ
せ
て
保
険
料
の

変
更
が
い
つ
で
も
で
き
る
こ
と
が

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
感
じ
て
い

る
そ
う
で
す
。

※加入には一定の要件を満たす必要が
あります。
※詳細はお近くのJA各支所、または
農業委員会・各分室まで!!

農業者年金に加入しませんか？農業者年金に加入しませんか？

夫の孝之さんと二人三脚！夫の孝之さんと二人三脚！

農業者年金のポイント農業者年金のポイント
1「終身年金」で長い老後をサポート1「終身年金」で長い老後をサポート
2加入に農地の権利名義はいりません2加入に農地の権利名義はいりません
3税制面で大きな優遇措置があります3税制面で大きな優遇措置があります


